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 うるま市の「う」の文字を図案化したもので、赤は太陽、緑は大地、
青は海をイメージしている。豊かな自然の輪の中で市民融和と平和
を表現し、金武湾と中城湾に面して発展する「うるま市」の明るい
未来と更なる飛躍を象徴する。 

【市章の意味】 

「獅子頭を新調した兼箇段 
子ども獅子舞のお披露目が 
3月18日行われました」 



　
3
月
1
日
、市
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、

知
念
恒
男
市
長
が
平
成
１８
年
度
の
市
政
運

営
の
基
本
方
針
や
主
要
施
策
な
ど
を
ま
と

め
た
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。
 

　
知
念
市
長
は
、新
市
誕
生
の
経
緯
を
踏

ま
え
、今
後
と
も
「
新
し
い
視
点
に
立
っ
て

行
政
改
革
に
取
り
組
み
、市
民
に『
合
併
し

て
よ
か
っ
た
』
と
言
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
む
と
表
明
。
７
つ
の
基
本
方
針

を
中
心
に
、諸
政
策
を
進
め
て
い
く
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。
 

うるま市長 

知念　恒男 

平成18年度 施政方針 

は
じ
め
に

本
日
、
こ
こ
に
第
10
回
う
る
ま
市

議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
18

年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
諸

議
案
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
に
あ

た
り
、
私
の
市
政
に
対
す
る
基
本
方

針
と
主
要
施
策
の
概
要
を
申
し
述
べ
、

議
員
各
位
な
ら
び
に
市
民
皆
さ
ま
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
旧
二
市
二
町
の

合
併
に
よ
り
、
人
口
11
万
6
千
人
を

擁
す
る
県
内
三
番
目
の
中
核
都
市

「
う
る
ま
市
」
が
誕
生
し
て
満
一
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
就
任
以
来
う
る
ま
市
の
豊
か

な
自
然
と
世
界
遺
産
の
勝
連
城
跡
な

ど
各
地
域
で
育
ま
れ
て
き
た
歴
史
・

伝
統
文
化
を
大
事
に
し
、
さ
ら
に
地

域
の
魅
力
を
磨
き
、
地
域
間
の
信
頼

関
係
の
構
築
と
均
衡
あ
る
発
展
を
目

指
し
て
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
新
市
誕
生
の
経
緯
を

踏
ま
え
、
幅
広
い
市
民
の
参
加
と
協

力
を
得
な
が
ら
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た

現
在
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
実
施

さ
れ
、
国
の
財
政
健
全
化
の
道
筋
が

不
透
明
で
あ
り
、
地
方
財
政
が
深
刻

な
影
響
を
受
け
る
な
か
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
、
福
祉
・
教
育
問
題
、
環

境
問
題
な
ど
、
自
治
体
は
多
岐
に
わ

た
る
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
は
、
究
極
の
行
財
政

改
革
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本

市
の
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

今
後
と
も
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
を
実
現
す
る
た
め
に
、
新
し
い
視

点
に
立
っ
て
不
断
に
行
政
改
革
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
合
併
効
果
を
最

大
限
に
活
か
し
、
市
民
の
皆
様
に

「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
尽
く

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
ち
、
私
は
、

新
市
建
設
計
画
に
掲
げ
る
「
市
民
一

人
ひ
と
り
が
ジ
リ
ツ
（
自
立
・
自
律
）

し
郷
土
へ
の
誇
り
を
も
つ
“
こ
こ
ろ
”

を
ひ
と
つ
に
し
て
、
新
た
に
飛
躍
す

る
」
の
基
本
理
念
の
も
と
「
豊
か
な

自
然
と
人
が
調
和
し
た
健
康
で
心
豊

か
な
活
力
あ
る
歴
史
と
教
育
文
化
の

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、

「
沖
縄
県
の
中
核
都
市
と
し
て
魅
力
あ

る
都
市
基
盤
づ
く
り
」

「
未
来
に
向
け
た
情
報
化
・
国
際
化
の

基
盤
づ
く
り
」

「
地
域
資
源
を
生
か
し
た
豊
か
で
活
力

あ
る
産
業
づ
く
り
」

「
自
然
と
共
生
し
た
安
全
で
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
」

「
や
す
ら
ぎ
と
ふ
れ
あ
い
が
支
え
る
健

康
・
福
祉
づ
く
り
」

「
人
と
歴
史
が
お
り
な
し
、
共
に
学
び

創
造
す
る
教
育
・
文
化
づ
く
り
」

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
築
く
住
民
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
７
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、
さ
ら

に
「
健
康
・
長
寿
を
創
造
し
、
い
や

し
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

諸
政
策
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
以
上
、
私
の
市
政
に
対
す
る
基
本

的
な
方
針
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。



平成１８年度 うるま市 施政方針 

次
に
、
平
成
18
年
度
予
算
に
つ
い

て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

う
る
ま
市
の
予
算
編
成
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
前
年
度
同
様
、
行
財
政

改
革
を
着
実
に
実
施
し
、
合
併
に
よ

る
効
果
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と

を
念
頭
に
、
限
ら
れ
た
財
政
の
中
で

歳
出
総
額
の
抑
制
を
図
る
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
て
、
新
市
建
設
計
画
の

実
現
に
向
け
予
算
の
編
成
に
努
め
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
平
成
18
年
度
う
る
ま

市
一
般
会
計
予
算
は
、
4
1
6
億
2

4
7
6
万
2
千
円
と
な
り
、
前
年
度

に
比
べ
6.6
％
の
減
少
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
前
年
度
は
旧
4
市
町
の
打

ち
切
り
決
算
に
伴
う
未
収
・
未
払
額

（
未
収
4
6
億
2
8
4
6
万
7
千
円
、

未
払
3
7
億
7
5
5
1
万
9
千
円
）

が
含
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
未

払
予
算
額
を
除
い
た
予
算
額
（
4
0

7
億
7
4
7
万
3
千
円
）
と
比
較
し

ま
す
と
、
実
質
2.1
％
の
増
加
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
各
特
別
会
計
予
算
は
、
国

民
健
康
保
険
が
1
3
1
億
5
1
5
万

円
、
老
人
保
健
が
7
6
億
3
2
8
7

万
2
千
円
、
介
護
保
険
が
5
5
億
8

3
7
8
万
8
千
円
、
公
共
下
水
道
事

業
が
3
9
億
2
6
万
円
、
農
業
集
落

排
水
事
業
が
1
6
6
1
万
4
千
円
、

公
営
企
業
の
水
道
事
業
会
計
予
算
は
、

3
7
億
5
3
8
万
1
千
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
う
る
ま
市
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
を
合

わ
せ
た
平
成
18
年
度
予
算
規
模
は
、

7
5
5
億
6
8
8
2
万
7
千
円
で
あ

り
ま
す
。

次
に
、
平
成
18
年
度
に
お
け
る
主

要
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
新
市
建

設
計
画
の
体
系
を
基
本
に
ご
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

「
沖
縄
県
の
中
核
都
市
と
し
て
魅
力
あ

る
都
市
基
盤
づ
く
り
」に
つ
い
て

う
る
ま
市
の
一
体
性
の
確
立
と
市

全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
、

市
民
参
画
の
下
に
基
本
的
な
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
主
要
道

路
網
な
ど
の
都
市
基
盤
の
充
実
を
図

る
こ
と
は
、
沖
縄
県
の
中
核
都
市
と

し
て
の
役
割
を
担
う
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

本
市
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行

政
の
運
営
を
図
る
た
め
、
基
本
構
想

と
基
本
計
画
か
ら
な
る
「
う
る
ま
市

第
一
次
総
合
計
画
」
の
策
定
を
引
き

続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
計
画
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
新
市
建
設
計

画
を
基
本
と
し
つ
つ
、
旧
市
町
単
位

で
行
う
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
う

る
ま
市
全
体
を
対
象
と
す
る
全
体
会

議
及
び
市
民
意
識
調
査
な
ど
の
市
民

の
声
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
総
合
計

画
策
定
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
運
行
開
始
に
向
け
て
可

能
な
限
り
経
費
の
低
減
を
図
り
な
が

ら
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
審
議
会
の
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
議
会
議
員
の
在
任
特
例
後
、

旧
4
市
町
の
区
域
ご

と
に
設
置
す
べ
く
、

地
域
審
議
会
の
設
置

に
関
す
る
協
議
事
項

の
定
め
に
よ
り
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

市
の
花
、
木
、
鳥

な
ど
の
シ
ン
ボ
ル
や

市
の
歌
、
市
民
憲
章

に
つ
い
て
も
制
定
に

向
け
作
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

安
慶
名
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
都
市
の
再

生
を
目
指
し
た
快
適

で
暮
ら
し
や
す
い
住

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
本
年
度
は
地
区
内
全

域
の
建
物
調
査
、
街
路
等
の
設
計
を

行
う
と
と
も
に
、
一
部
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
地
区
改
良
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
棟
の
改

良
住
宅
建
築
工
事
が
完
了
し
、
引
き

続
き
、
用
地
買
収
及
び
建
物
除
却
な

ど
を
行
い
、
Ｄ
棟
の
改
良
住
宅
の
建

設
に
向
け
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

市
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昆
布
2
‐
7
9
号
線
外
9
路
線
の
事

業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
規
事
業

と
し
て
、
勝
連
14
号
線
に
着
手
し
、

道
路
網
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。排

水
路
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

宮
里
地
区
排
水
路
事
業
と
新
規
事
業

と
し
て
昆
布
喜
舎
原
排
水
路
外
2
件

の
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
・
県
の
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
そ
の
事
業
の
推
進

に
積
極
的
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、

整
備
促
進
に
向
け
た
要
請
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
安
全
で
快
適
な
道
路
交
通
の
維

持
が
図
れ
る
よ
う
地
域
自
治
会
と
の

連
携
・
協
力
を
得
な
が
ら
本
年
度
も

鋭
意
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
河
川
及
び
排
水
路
等
に
つ

き
ま
し
て
も
、
危
険
箇
所
の
点
検
、

清
掃
や
土
砂
等
の
除
去
、
大
雨
時
の

見
回
り
点
検
な
ど
を
行
い
、
安
全
で

▲沖縄県の中核都市を目指す「うるま市」（写真提供：航空写真家・寺下昌信氏）



き
れ
い
な
河
川
及
び
排
水
路
等
の
維

持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
具

志
川
運
動
公
園
、
喜
屋
武
マ
ー
ブ
公

園
、
栄
野
比
公
園
、
石
川
イ
ベ
ン
ト

公
園
屋
外
運
動
場
（
ド
ー
ム
等
）、
さ

く
ら
公
園
、
昆
布
公
園
、
伊
波
公
園
、

喜
屋
武
公
園
等
の
整
備
事
業
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

街
路
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
魅

力
あ
る
都
市
基
盤
づ
く
り
を
目
指
し
、

江
洲
宮
里
線
・
石
川
西
線
・
南
栄
通

り
線
の
継
続
事
業
と
安
慶
名
４
区
線

の
新
規
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
業
施
行
中
の
各
土
地
区
画

整
理
組
合
へ
の
技
術
的
指
導
及
び
江

洲
、
石
川
西
土
地
区
画
整
理
組
合
へ

助
成
金
の
交
付
を
行
い
、
事
業
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
東
恩
納
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
組
合
施
行
で
の
事
業
の
可
能

性
調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

住
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

建
築
基
準
法
第
４
２
条
関
係
道
路
台

帳
作
成
事
業
を
実
施
し
、
建
築
確
認

業
務
の
適
正
化
並
び
に
迅
速
化
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
住
宅
・
住
環
境
を

取
り
巻
く
特
性
や
課
題
を
全
市
的
な

視
点
、
地
区
的
な
視
点
、
あ
る
い
は

高
齢
者
的
な
視
点
な
ど
か
ら
整
理
し
、

将
来
に
お
け
る
本
市
の
住
宅
政
策
の

基
本
的
な
方
向
性
や
公
営
住
宅
ス
ト

ッ
ク
活
用
計
画
等
に
資
す
る
た
め
、

住
宅
基
礎
調
査
策
定
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

石
川
楚
南
地
区
の
軍
用
地
返
還
跡

地
等
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
跡
地

利
用
計
画
（
案
）
の
精
査
を
図
り
つ

つ
、
地
権
者
の
合
意
形
成
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
基
地
関
連
に
つ
き
ま
し
て

は
、
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
に

お
い
て
、
在
日
米
軍
兵
力
構
成
の
見

直
し
に
係
る
中
間
報
告
が
公
表
さ
れ
、

海
兵
隊
の
兵
力
削
減
が
盛
り
込
ま
れ

た
点
に
つ
い
て
は
評
価
し
て
お
り
ま

す
。し

か
し
、
具
体
的
な
削
減
数
や
基

地
の
返
還
等
に
は
、
触
れ
ら
れ
て
お

ら
ず
、
基
地
従
業
員
の
雇
用
問
題
や

返
還
地
主
な
ど
へ
の
対
応
が
不
透
明

で
あ
り
、
今
後
は
、
最
終
報
告
を
見

極
め
な
が
ら
、
国
や
県
及
び
関
係
機

関
等
へ
の
要
請
や
情
報
提
供
を
求
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
未
来
に
向
け
た
情
報
化
・
国
際
化
の

基
盤
づ
く
り
」
に
つ
い
て

産
業
・
教
育
・
福
祉
・
医
療
な
ど

の
各
分
野
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
体
制

と
通
信
回
路
の
充
実
を
図
る
た
め
に

は
、
高
速
か
つ
大
容
量
通
信
網
の
基

盤
整
備
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育
や
社
会
教

育
と
の
連
携
を
図
っ
た
英
語
教
育
の

実
践
は
、
国
際
感
覚
の
豊
か
な
人
材

を
育
成
す
る
う
え
で
必
要
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

行
政
情
報
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
円
滑
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
４
庁
舎
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
維
持
管
理
や
個
人
情
報
保

護
に
留
意
し
た
業
務
シ
ス
テ
ム
の
安

定
稼
働
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
際
化
・
情
報
化
の
急
速
な
進
展

に
対
応
し
た
学
校
教
育
を
推
進
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
本
市
に
お
け
る
地

域
特
性
を
生
か
し
、
自
然
と
調
和
し

た
活
力
あ
る
歴
史
と
教
育
文
化
都
市

の
形
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
際

性
豊
か
な
視
野
の
広
さ
と
、
情
報
及

び
情
報
手
段
を
主
体
的
に
選
択
で
き

る
人
材
の
育
成
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
英
語
指
導
助
手
の

活
用
の
充
実
、
英
語
ス
ト
ー
リ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
の
開
催
、
小
学
校
に
お
け

る
英
語
活
動
の
充
実
、
中
学
生
海
外

短
期
留
学
派
遣
事
業
の
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

国
際
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

際
姉
妹
都
市
を
視
野
に
入
れ
て
、
中

国
黒
龍
江
省
大
慶
市
と
の
交
流
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
第
4
回

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
あ
わ
せ
、
本
市
出

身
者
を
招
い
た
歓
迎
交
流
会
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

▲上空から見た具志川運動公園周辺（写真提供：航空写真家・寺下昌信氏）

▲市内にあるアメリカンスクールとの交流



平成１８年度 うるま市 施政方針 

「
地
域
資
源
を
生
か
し
た
豊
か
で
活
力

あ
る
産
業
づ
く
り
」
に
つ
い
て

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
業
の

振
興
を
図
る
た
め
、
産
業
の
担
い
手

づ
く
り
、
特
産
品
の
創
出
や
ブ
ラ
ン

ド
化
は
、
産
業
基
盤
の
整
備
と
と
も

に
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

勝
連
城
跡
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
・

文
化
遺
産
や
海
浜
等
の
豊
か
な
自
然

は
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
振
興
に
と
っ

て
重
要
な
資
源
で
あ
り
、
そ
の
活
用

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

サ
ン
ラ
イ
ズ
ぐ
し
か
わ
構
想
に
つ

き
ま
し
て
は
、
環
金
武
湾
振
興
Ｑ
Ｏ

Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
動
し
、
財
団

法
人
お
き
な
わ
健
康
長
寿
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
健
康
食
品
研

究
開
発
、
健
康
サ
ー
ビ
ス
研
究
開
発

な
ど
の
産
学
官
連
携
に
よ
る
研
究
成

果
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
健
康
長
寿

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民
の

健
康
と
長
寿
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、

ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す

農
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
農
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
担
い
手
の
育
成
や
法
人
化
の

促
進
、
土
地
の
有
効
利
用
の
促
進
及

び
農
業
生
産
に
対
す
る
支
援
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
特
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

確
立
と
生
産
体
制
を
図
る
た
め
、
拠

点
産
地
認
定
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

う
る
ま
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
と
協
議
を

行
い
本
年
度
中
に
策
定
す
べ
く
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
与
勝
地
域
県
営
か
ん
が
い
排

水
事
業
（
与
勝
地
下
ダ
ム
）、
兼
箇
段

第
２
地
区
の
基
盤
整
備
促
進
事
業
、

高
江
洲
地
区
、
宮
城
地
区
の
集
落
地

域
整
備
統
合
補
助
事
業
を
推
進
し
、

新
規
事
業
と
し
て
、
与
那
城
地
区
の

基
盤
整
備
促
進
事
業
と
農
村
振
興
総

合
整
備
実
施
計
画
策
定
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

畜
産
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

優
良
種
の
奨
励
事
業
と
し
て
種
畜
購

入
事
業
・
優
良
肉
用
牛
子
牛
生
産
奨

励
を
推
進
す
る
と
と
も
に
家
畜
の
防

疫
・
畜
産
団
体
の
育
成
・
畜
産
共
進

会
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

畜
産
環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、
畜

産
環
境
保
全
推
進
協
議
会
を
中
心
に

「
家
畜
排
せ
つ
物
の
管
理
の
適
正
化
と

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
啓

発
指
導
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

松
く
い
虫
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

琉
球
松
の
健
全
木
保
全
の
た
め
、
松

の
被
害
木
駆
除
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

水
産
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

漁
業
経
営
の
安
定
化
と
効
率
化
を
図

る
た
め
、
比
嘉
漁
港
環
境
整
備
統
合

事
業
、
勝
連
漁
協
増
養
殖
用
作
業
保

管
施
設
補
助
事
業
、
石
川
漁
協
燃
油

等
補
給
施
設
事
業
及
び
水
産
業
奨
励

補
助
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

労
働
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
の
経
済
情
勢
の
中
で
は
、
依
然
厳

し
い
雇
用
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、

「
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館
」、

「
石
川
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
舞
天

館
」
を
活
用
し
、
起
業
家
支
援
、
産

業
の
振
興
、
雇
用
機
会
の
創
出
及
び

人
材
育
成
を
図
り
、
雇
用
の
拡
大
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
Ｉ
Ｔ
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
の
一
部
供

用
開
始
に
と
も
な
い
、
大
手
企
業
の

進
出
が
あ
り
ま
し
た
。
本
年
度
も
施

設
の
整
備
を
進
め
、
大
規
模
情
報
通

信
企
業
等
の
誘
致
を
図
り
、
雇
用
の

促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
労
働
局
の
「
地
域
職

業
相
談
室
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
も
求
職
者
の
求
職
・
職
業
相
談

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
の
雇
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

社
団
法
人
う
る
ま
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
会
員
の
募

集
を
促
進
し
、
福
祉
の
増
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
・

県
の
諸
融
資
制
度
の
活
用
の
推
進
と
、

市
商
工
会
や
物
産
振
興
会
、
各
通
り

会
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、
商
工
業

の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

工
場
適
地
並
び
に
中
城
湾
港
新
港

地
区
に
関
し
ま
し
て
は
、
企
業
立
地

促
進
条
例
や
地
域
総
合
整
備
資
金
貸

付
制
度
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、

国
・
県
と
の
連
携
に
努
め
企
業
誘
致

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
の
豊
か
な
自
然
・
歴
史
・
伝
統
文

化
な
ど
の
地
域
資
源
を
利
活
用
し
た

「
う
る
ま
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
観
光
振
興
及
び
観

光
産
業
に
寄
与
す
る
た
め
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
「
う
る
ま
市
観
光
協

会
」
の
設
立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲市の産業の振興発展に大きな期待が寄せられる中城湾港新港地区



祭
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧
4
市

町
の
祭
り
を
踏
襲
し
て
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は4

つ
の
祭

り
を
統
合
し
、
市
民
参
加
及
び
本
市

の
特
性
を
活
か
し
た
「
う
る
ま
市
ま

つ
り
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

安
慶
名
闘
牛
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

闘
牛
の
振
興
の
た
め
、
駐
車
場
等
の

整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
自
然
と
共
生
し
た
安
全
で
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
」
に
つ
い
て

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く

る
う
え
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
や
循
環
型
社
会

の
形
成
は
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
防
災
計
画
を
基
本
に

市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
や
災
害
時

に
対
す
る
予
防
・
防
火
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
、
事
業
者
等
の
協
力
、
理
解
を

得
な
が
ら
、
ご
み
減
量
化
の
意
識
高

揚
を
図
り
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に

努
め
る
と
と
も
に
、
中
部
北
環
境
施

設
組
合
と
連
携
を
図
り
、
ご
み
収
集

体
制
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
や
県
及
び
関
係
団
体
な

ど
と
連
携
を
図
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等

の
監
視
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
環
境
美
化
へ
市
民
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
6
月
の

第
2
日
曜
日
を
「
う
る
ま
市
環
境
美

化
の
日
」
と
し
て
充
実
を
図
り
ま
す
。

旧
具
志
川
市
第
２
最
終
処
分
場
に

つ
き
ま
し
て
は
、「
具
志
川
第
二
ご
み

処
分
場
整
理
基
本
計
画
策
定
業
務
」

の
結
果
を
踏
ま
え
、
適
正
な
閉
鎖
へ

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

野
犬
及
び
ハ
ブ
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
て
、
捕
獲
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
、
予
防
施
策
と
し
て
捕
獲
器
貸
出

の
継
続
、
広
報
活
動
等
、
市
民
と
協

働
し
た
対
策
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

公
害
防
止
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

工
場
や
畜
舎
等
の
施
設
及
び
生
活
排

水
等
の
河
川
流
入
に
よ
る
水
質
汚
濁

の
測
定
、
環
境
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
の

強
化
を
図
る
な
ど
指
導
体
制
を
確
立

し
、
苦
情
の
対
応
や
市
民
の
健
康
保

護
と
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

交
通
安
全
推
進
協
議
会
の
円
滑
な
活

動
を
推
進
し
、
交
通
安
全
思
想
の
高

揚
並
び
に
交
通
道
徳
の
啓
発
を
推
進

し
て
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
暴
走
行
為
防
止
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
重
点
禁
止
区
域
」
の
増
設
な

ど
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

石
川
地
区
に
お
い
て
前
年
度
に
子
局

3
基
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
、
石
川
地
区
全
域
の
整
備

に
向
け
て
実
施
設
計
に
着
手
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
与
那
城
地
区
に
お
き
ま
し

て
は
、
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
た

め
「
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
事
業
」

を
活
用
し
、
子
局
の
全
面
改
修
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
が
健
康
で
快
適
な
生
活
が
営
め

る
よ
う
に
、
老
朽
化
し
た
配
水
管
の

計
画
的
な
布
設
替
え
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
計
画
に
基
づ
い
た

水
質
検
査
を
行
い
、
安
全
で
安
心
な

お
い
し
い
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
合
併
に
伴
う
中
央
監
視
装
置

の
統
合
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
下
水

道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
処
理
分

区
の
整
備
を
始
め
、
石
川
終
末
処
理
場

の
増
設
、
改
築
及
び
雨
水
幹
線
等
の
整

備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ
た

接
続
可
能
な
地
域
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
啓
蒙
活
動
を
推
進
し
、
接

続
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

消
防
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
火
災
か

ら
擁
護
す
る
と
と
も
に
、
自
然
災
害

な
ど
を
防
除
し
被
害
を
軽
減
し
て
い

く
た
め
、
化
学
消
防
自
動
車
（
Ⅳ

型
）
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽

車
・
水
難
救
助
用
水
上
バ
イ
ク
・
現

場
指
揮
車
・
救
助
用
資
機
材
購
入
な

ど
消
防
施
設
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
域

に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
及
び
危
険

物
施
設
の
安
全
対
策
の
充
実
強
化
、

春
・
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
や
防

火
行
事
な
ど
防
火
思
想
の
普
及
高
揚

を
図
り
な
が
ら
、
住
宅
防
火
等
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
年
々
増
加
す
る
救
急
業

▲市民の生命・財産を守る消防活動
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務
に
対
応
す
る
た
め
、
救
急
救
命

士
・
救
急
隊
員
の
研
修
や
各
種
訓
練

に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に

対
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
応
急
手
当
の

技
術
修
得
指
導
を
行
い
、
救
命
効
果

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｅ
Ｍ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
循
環
型

社
会
を
目
指
し
た
長
期
的
視
野
の
も

と
市
全
域
に
事
業
を
拡
大
し
、
自
治

会
を
単
位
と
し
た
「
Ｅ
Ｍ
に
よ
る
環

境
浄
化
モ
デ
ル
地
区
」
に
よ
る
生
ゴ

ミ
堆
肥
化
や
廃
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
と

し
て
の
プ
リ
ン
石
鹸
作
り
な
ど
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
畜
産
等
に
お
け

る
悪
臭
緩
和
や
減
農
薬
、
化
学
肥
料

の
低
減
を
推
奨
す
る
こ
と
に
よ
り

「
環
境
に
や
さ
し
い
い
や
し
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
エ
ネ
・
省
エ
ネ
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
、
本
庁
舎
ほ
か
3
施

設
を
対
象
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
、

可
能
性
の
あ
る
対
象
施
設
を
調
査
し
、

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
新

エ
ネ
、
省
エ
ネ
の
事
業
拡
大
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
や
す
ら
ぎ
と
ふ
れ
あ
い
が
支
え
る
健

康
・
福
祉
づ
く
り
」
に
つ
い
て

地
域
住
民
の
相
互
扶
助
の
精
神
に

基
づ
い
た
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
や
身
障
者
を

含
む
す
べ
て
の
市
民
が
積
極
的
に
社

会
参
加
の
で
き
る
、
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
民
が
安
心
し
て
、

生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
キ
ャ
ン
プ
・
コ
ー
ト
ニ
ー
等

周
辺
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
の
活

用
に
よ
り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

「
健
康
う
る
ま
21
計
画
」
の
策
定
に
取

り
組
み
、
計
画
内
容
に
沿
っ
た
健
康

教
育
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
健
診
の
実
施
、
肥
満

や
生
活
習
慣
病
の
改
善
、
が
ん
検
診
、

妊
婦
健
診
及
び
乳
幼
児
健
診
な
ど
の

受
診
率
向
上
を
図
り
、
市
民
が
健
康

で
明
る
く
元
気
に
生
活
で
き
る
地
域

の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

予
防
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従

来
の
予
防
接
種
は
も
と
よ
り
、
本
年

度
か
ら
の
予
防
接
種
法
の
一
部
改
正

に
よ
っ
て
取
り
残
さ
れ
る
麻
し
ん
、

風
し
ん
の
未
接
種
者
に
対
し
て
法
定

外
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、

資
格
の
適
用
と
保
険
給
付
の
適
正
化

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
保
険
税
収

入
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
健
康
増
進
と
疾
病

予
防
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年

金
制
度
指
導
、
広
報
活
動
、
保
険
料

納
付
及
び
免
除
勧
奨
な
ど
に
よ
り
被

保
険
者
の
年
金
受
給
権
の
獲
得
に
努

め
、
生
涯
に
わ
た
る
生
活
の
安
定
を

確
保
す
る
国
民
年
金
の
充
実
、
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

生
活
保
護
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
適
正
保
護
に
努
め
る
と
と
も

に
、
被
保
護
世
帯
の
自
立
助
長
の
推

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

民
間
福
祉
団
体
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
多

様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
育
成
、
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、

昨
年
度
か
ら
進
め
て
お
り
ま
す
地
域

福
祉
計
画
を
策
定
し
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
児
童
を
は
じ
め
、
市
民
が

住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
す
べ
て
の
市
民
、
関
係

機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
発
揮
し
、

生
活
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
支

え
あ
う
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
、
介
護
保
険
に
つ
き

ま
し
て
は
、
う
る
ま
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
及
び
第
３
期
う
る
ま
市
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

高
齢
者
の
自
立
支
援
、
尊
厳
の
保
持

を
基
本
と
し
つ
つ
、
制
度
持
続
可
能

な
介
護
保
険
制
度
を
高
め
て
い
く
た

め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

核
機
関
と
す
る
、
新
予
防
給
付
、
地

域
支
援
事
業
の
創
設
な
ど
保
健
、
医

療
、
福
祉
が
一
体
と
な
っ
た
健
康
長

寿
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児

童
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
家
庭
、

地
域
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力

を
得
て
指
導
強
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

児
童
虐
待
に
つ
き
ま
し
て
は
、
虐
待

と
い
う
重
大
な
権
利
侵
害
か
ら
子
ど
も

を
守
り
、
す
べ
て
の
子
供
が
心
身
共
に

健
や
か
に
育
ち
、
そ
の
持
て
る
力
を
最

大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、「
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▲昨年石川運動場で行われた市民参加のラジオ体操

▲市の将来を担う子どもたちはみんなの宝



協
議
会
」
及
び
関
係
機
関
等
と
の
連
携

を
行
い
、
そ
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
み
ど
り
町
児
童
セ
ン
タ
ー
」

を
始
め
各
児
童
館
を
拠
点
に
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
乳
幼
児
疾
病
の
早
期
発
見
と

早
期
治
療
を
促
進
し
、
保
健
の
向
上

と
健
全
な
発
育
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
子
育
て
と
家
庭
の
医
療
費
の
負

担
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
に
つ
き
ま
し

て
は
、
母
子
・
寡
婦
世
帯
の
生
活
安

定
と
向
上
を
目
的
に
、
自
立
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
、
雇
用
促
進
と
併
せ
、

児
童
の
健
や
か
な
成
長
に
配
慮
し
た

母
子
・
寡
婦
福
祉
の
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

保
育
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児

童
の
健
全
な
心
身
の
成
長
発
達
を
促

す
こ
と
の
重
要
性
、
女
性
の
社
会
参

画
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
観
点
か
ら
、

共
働
き
家
庭
の
増
加
や
都
市
化
、
核

家
族
化
及
び
就
労
形
態
の
多
様
化
に

伴
う
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

認
可
化
移
行
促
進
事
業
の
推
進
、
法

人
保
育
園
の
活
用
等
に
よ
る
、
待
機

児
童
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
認
可
外
保
育
施
設
に
入
所

し
て
い
る
児
童
の
健
康
検
診
、
職
員

健
康
診
断
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

児
童
へ
の
ミ
ル
ク
現
物
支
給
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

急
速
な
少
子
化
の
進
行
を
踏
ま
え
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
が
健
や
か

に
育
成
さ
れ
る
環
境
の
整
備
を
図
る

た
め
、
本
年
度
は
、
勝
連
地
域
に
お

け
る
公
立
保
育
所
改
築
事
業
の
実
施

と
、
う
る
ま
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
、

地
域
住
民
に
よ
る
主
体
的
な
子
育
て

支
援
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
か
ら
、
障
が
い
の
種
別
に
関

わ
ら
ず
一
元
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

が
施
行
さ
れ
、
そ
の
制
度
改
正
に
対

応
す
べ
く
適
正
な
実
施
に
努
め
る
と

と
も
に
「
障
が
い
者
福
祉
計
画
」
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、
中

高
生
の
障
が
い
児
を
対
象
に
し
た
タ

イ
ム
ケ
ア
事
業
、
障
が
い
者
の
相
談

支
援
を
メ
イ
ン
に
し
た
地
域
生
活
支

援
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
、

「
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
す

べ
て
の
人
が
共
に
暮
ら
せ
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

「
人
と
歴
史
が
お
り
な
し
、
共
に
学
び

創
造
す
る
教
育
・
文
化
づ
く
り
」
に

つ
い
て

文
化
・
学
習
施
設
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
し
、
自
主
的
・
創
造
的
な
学
習

活
動
や
地
域
に
残
る
歴
史
や
伝
統
文

化
を
保
護
・
継
承
し
、
誇
り
の
も
て

る
個
性
的
で
質
の
高
い
文
化
の
創
造

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
教
育
施
設

の
整
備
を
行
い
、
教
育
環
境
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多

く
の
学
校
で
、
築
30
年
以
上
経
過
し

て
い
る
校
舎
等
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
状
況
に
あ
り
、
学
校
施
設
の
整

備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
既
存
校
舎
等
の
維
持
・
補
修

に
努
め
る
と
と
も
に
、
石
川
中
学
校

校
舎
改
築
・
併
行
防
音
工
事
を
始
め
、

中
原
小
学
校
校
舎
全
面
改
築
事
業
に

向
け
た
実
施
設
計
委
託
業
務
を
実
施

し
、
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
明

日
を
ひ
ら
く
夢
の
あ
る
人
材
育
成
」

を
テ
ー
マ
に
、
幼
児
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
基
礎
的
・
基
本
的
事
項
の

定
着
を
図
る
学
力
向
上
対
策
を
継

続
・
発
展
さ
せ
、
自
ら
学
び
、
自
ら

考
え
る
力
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
の

育
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
規
模
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
に
根
ざ
し
た
創
意
あ
る
教
育
課

程
を
編
成
し
、
少
人
数
・
複
式
学
級

に
お
け
る
指
導
方
法
の
改
善
・
充
実

を
図
り
、
合
同
学
習
、
集
合
学
習
、

交
流
学
習
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

な
お
、
学
校
適
正
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
具
体
的
に
推
進
し
て
い
く

た
め
に
、「
学
校
適
正
化
配
置
」
を
調

査
・
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

幼
稚
園
教
育
は
、
幼
児
期
の
特
性

を
踏
ま
え
、
幼
稚
園
教
育
要
領
に
基

▲みどり町児童センターの外観

▲車いすサッカーを楽しむ参加者ら

▲市内の農場での収穫体験
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づ
い
て
、
各
幼
稚
園
の
実
態
に
即
し

た
教
育
課
程
を
編
成
し
、
自
主
・
自

律
の
精
神
の
芽
生
え
を
培
う
幼
稚
園

教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

看
護
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
キ

ャ
ン
プ
・
コ
ー
ト
ニ
ー
等
周
辺
ま
ち

づ
く
り
支
援
事
業
」
の
活
用
に
よ
り
、

事
業
主
体
の
中
部
地
区
医
師
会
に
お

い
て
、
看
護
学
校
建
設
事
業
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
同
医
師
会
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
技
術
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て

は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
及
び
関
係
機

関
・
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
青
少
年

相
談
員
に
よ
る
電
話
相
談
・
来
所
相

談
・
学
校
訪
問
相
談
・
家
庭
訪
問
相
談

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
児
童
生
徒
の
事
件
・

事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
に
、
青
少

年
指
導
員
に
よ
る
登
下
校
時
の
巡
視

活
動
や
夜
間
街
頭
指
導
を
継
続
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
本
年
度
は
、
4
支
部
青
少

年
育
成
市
民
会
議
を
う
る
ま
市
青
少

年
育
成
市
民
会
議
に
統
合
し
、
深
夜

は
い
か
い
防
止
一
斉
行
動
市
民
大
会

の
開
催
や
シ
ン
デ
レ
ラ
タ
イ
ム
の
推

進
な
ど
を
と
お
し
て
、
夜
型
社
会
の

是
正
と
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
研
究
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
市
の
自
然
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進

め
、
小
中
学
校
の
副
読
本
資
料
と
し
て

発
刊
準
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
研

究
所
の
業
務
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い

て
共
通
理
解
を
図
り
な
が
ら
、
県
立

教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
の
も
と
、

教
育
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
層

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
相
談
に
つ
き
ま
し
て

は
、
児
童
生
徒
と
そ
の
保
護
者
や
教

師
へ
の
相
談
活
動
の
充
実
強
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
心
因
性
不
登
校
児
童
生

徒
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
適
応

指
導
教
室
（
さ
わ
や
か
学
級
）
の
一

層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児

童
生
徒
に
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
生
徒
の
健
康
増
進
、
体
力
の
向

上
、
正
し
い
食
習
慣
、
心
の
ふ
れ
あ

い
、
好
ま
し
い
人
間
関
係
の
育
成
を

図
る
こ
と
な
ど
、
充
実
し
た
学
校
給

食
の
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
中
央
公
民
館
施
設
の
整
備
充

実
と
教
育
環
境
の
改
善
を
図
り
、「
学

習
の
場
」、「
い
こ
い
の
場
」、「
語
ら
い

の
場
」
と
し
て
市
民
が
気
軽
に
利
用

で
き
、
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
施
設
と

し
て
の
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
治
公
民
館
や
関
係
機

関
、
団
体
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と

に
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
気
軽
に

学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
学
習
機

会
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯

学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
的
な
役
割
、
機

能
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
活
発
化
し
て
き
た
市
民
の
学

習
活
動
、
学
習
意
欲
を
支
援
し
、
よ

り
一
層
充
実
し
た
生
涯
学
習
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

活
動
範
囲
が
広
域
と
な
っ
た
社
会

教
育
関
係
団
体
の
指
導
・
育
成
に
努

め
、
団
体
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
地
域
人
材
を
活
用
し
た
文
部
科
学

省
の
「
地
域
教
育
力
再
生
プ
ラ
ン
」

の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
や

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業
、

文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
事
業
な

ど
の
実
施
に
よ
り
、
子
ど
も
も
大
人

も
い
き
い
き
と
し
た
豊
か
で
住
み
よ

い
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
央

図
書
館
を
軸
に
地
域
図
書
館
を
生
涯

学
習
の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
活
用
を

図
る
と
と
も
に
、
約
35
万
冊
の
蔵
書

を
生
か
し
た
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る

図
書
館
活
動
、
自
動
車
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
、
学
校
支
援
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
利
便
性
を
高
め
る

た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
統
一
化
を
図
り
、

よ
り
良
い
市
民
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

▲第1回トリム・ロードレース大会には多くの子どもたちが参加

▲あやはしロードレースのプランター作りにボランティアで多くの市民が参加

▲自動車図書館で読書を楽しむ子どもたち



社
会
体
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
が
日
々
健
康
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
を
は

じ
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
養

成
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
団
体
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

育
成
と
活
性
化
お
よ
び
組
織
体
制
の

強
化
を
図
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会

の
実
現
と
市
民
に
夢
と
感
動
を
与
え

る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
０
年
に
沖
縄
県
で

開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
総
合
体
育
大

会
の
競
技
会
場
地
と
し
て
、
本
市
は

相
撲
と
サ
ッ
カ
ー
競
技
が
決
定
さ
れ

て
お
り
、
競
技
会
場
の
整
備
を
は
じ

め
既
存
施
設
の
充
実
と
有
効
活
用
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
芸
術
劇
場
、
石
川
会
館
、
き

む
た
か
ホ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
と
し

て
、
地
域
の
芸
能
文
化
活
動
や
国
内

外
の
優
良
公
演
招
聘
及
び
地
域
青
少

年
活
動
の
育
成
事
業
な
ど
各
館
の
特

色
を
活
か
し
た
効
率
的
な
ホ
ー
ル
運

営
に
努
め
、
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
豊
か
な
市
民
文
化
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
質
の
高
い
多
様
な
芸
術

文
化
を
鑑
賞
す
る
機
会
の
提
供
や
芸

術
文
化
活
動
へ
の
積
極
的
な
市
民
参

加
の
促
進
に
加
え
、
文
化
協
会
等
文

化
関
係
団
体
の
育
成
や
幅
広
い
文
化

活
動
の
奨
励
・
支
援
を
図
り
、
地
域

文
化
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
と
活
用
は
、
郷
土

の
歴
史
・
文
化
・
民
俗
芸
能
な
ど
を

理
解
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
、
後
世
に
誤
り
な
く

伝
え
る
責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連

遺
産
群
」
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
る
勝
連
城
跡
を
中
心
に
整

備
事
業
を
推
進
し
、
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と

と
も
に
、
歴
史
学
習
の
振
興
や
歴
史

環
境
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
市
並
び
に
そ
の
周
辺
の
歴
史

民
俗
に
関
す
る
資
料
の
保
存
と
活
用

を
図
り
、
資
料
の
収
集
、
整
理
及
び

保
存
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
館
で
は
、

資
料
の
専
門
的
調
査
研
究
を
行
い
教

育
活
動
に
資
す
る
た
め
、
各
館
の
特

徴
を
活
か
し
た
企
画
展
を
開
催
し
て

ま
い
り
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
具
志
川
市
史
の
調

査
・
編
集
・
刊
行
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。
旧
具
志
川
市
の
歴
史
的
、

文
化
的
事
象
を
記
録
し
、
将
来
的
に

は
、
う
る
ま
市
の
市
史
編
さ
ん
事
業

へ
の
足
が
か
り
と
な
り
う
る
よ
う
鋭

意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
具
志
川
市
史
第
７
巻

「
新
聞
集
成
（
昭
和
戦
後
編
）」
を
発

刊
い
た
し
ま
す
。

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
築
く
住
民
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

市
民
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
と
の
協

働
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
市
民
等

が
積
極
的
に
参
画
で
き
る
体
制
の
整

備
と
併
せ
て
、
男
性
意
識
や
女
性
を

取
り
巻
く
環
境
の
改
善
に
努
め
、
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
と
も
に
参

画
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
積
極
的
な
情
報

公
開
な
ど
、
開
か
れ
た
行
政
を
推
進

し
、
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
確
立
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
男
女
が
個
性
と
能
力
を
発
揮

し
、
共
に
責
任
を
担
う
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
度

は
、「
う
る
ま
市
男
女
共
同
参
画
行
動

計
画
」
の
策
定
を
行
い
な
が
ら
、
引

き
続
き
意
識
啓
発
事
業
等
に
取
り
組

み
、
市
民
へ
の
周
知
等
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す

法
律
相
談
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

複
雑
多
様
化
し
た
社
会
の
中
で
、
消

費
者
生
活
問
題
、
人
権
問
題
な
ど
の

解
決
を
促
す
た
め
に
関
係
機
関
と
の

連
携
を
密
に
し
て
、
明
解
な
助
言
と
、

適
切
な
窓
口
へ
の
案
内
が
滞
り
な
く

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

自
治
会
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め

に
補
助
事
業
を
活
用
し
、
備
品
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
「
南
風
原
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設
建
設
事
業
」

「
石
川
前
原
地
区
学
習
等
供
用
施
設
建

設
事
業
」
及
び
「
赤
道
地
区
学
習
等

供
用
施
設
防
音
機
能
復
旧
事
業
」
を

実
施
し
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

広
報
広
聴
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広

報
紙
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用

し
て
、
積
極
的
に
市
民
に
市
の
施
策

や
行
政
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
充
実
を
図

り
、
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
確
立
を
推
進
し
、
市
民
に
開

か
れ
た
行
政
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
長

直
通
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
の
活

▲伝統の技法が脈々と受け継がれる伊波メンサー織

▲平成18年2月に完成した平敷屋公民館
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用
や
市
政
に
関
す
る
地
域
懇
談
会
を

開
催
し
、
市
民
か
ら
の
ご
提
言
や
ご

意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
自
立
し
た
行
政
体
制
と
し
て
、

市
民
の
満
足
度
を
高
め
、
個
性
的
で
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
財
政
の
健
全
性
を
維
持
し

つ
つ
、
行
政
と
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
と
責
任
を
担
い
な
が
ら
、
連
携
と
協

力
を
進
め
て
い
く
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、「
う
る
ま

市
行
政
改
革
大
綱
」
で
は
、「
ジ
リ
ツ

（
自
立
・
自
律
）
し
た
市
民
と
協
働
で

つ
く
り
あ
げ
る
行
政
」
を
基
本
理
念

に
、
ま
た
、
新
市
建
設
計
画
に
掲
げ

る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
築
く
住

民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
方

針
と
し
た
平
成
21
年
度
ま
で
の
推
進

項
目
、
実
施
計
画
を
設
定
し
改
革
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
人
の
情
報
が

み
だ
り
に
公
に
さ
れ
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
知
る
権

利
が
十
分
に
保
障
さ
れ
る
よ
う
、
制

度
の
的
確
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
実
施
機
関
と
地
域
住
民
へ

制
度
の
理
解
と
利
用
を
図
る
た
め
に
、

周
知
と
浸
透
に
努
め
、
市
民
参
加
に

よ
る
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
実
現

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
課
の
戸
籍
事
務
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
本
庁
及
び
3
支
所

の
戸
籍
の
一
元
化
に
向
け
電
算
事
業

に
取
り
組
み
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

人
事
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多

様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
行

政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
職
員
の

資
質
の
向
上
や
能
力
開
発
、
公
務
能

率
の
向
上
を
図
る
べ
く
各
種
研
修
等

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
良
好
な
職
場
環
境
づ
く
り

の
た
め
の
福
利
厚
生
や
適
材
適
所
の

職
員
配
置
、
服
務
規
律
の
確
保
な
ど
、

適
正
な
人
事
管
理
や
給
与
制
度
等
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
民
税
・
固
定
資
産
税
に
つ
き
ま

し
て
は
、
最
も
重
要
な
自
主
財
源
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
適
正
・
公
正
な
課

税
に
努
め
る
と
と
も
に
、
所
得
申
告

の
向
上
や
納
税
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

徴
収
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

特
に
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
累

積
滞
納
額
を
圧
縮
す
る
た
め
、
本
年

度
は
「
滞
納
整
理
班
」
を
設
置
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
徴
収
体
制
を
強
化

し
て
滞
納
整
理
収
納
対
策
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
平
成
18
年
度
の
市
政
運
営

に
お
け
る
私
の
所
信
の
一
端
と
主
要

施
策
の
概
要
を
申
し
述
べ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
定
例
議
会
に
は
、
報
告

1
件
、
議
案
32
件
を
提
案
し
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
追
加
議
案
も
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
議
員
皆
さ
ま
の

ご
審
議
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
新
年
度
も
地
方
自
治

の
本
旨
に
則
り
、
職
員
一
体
と
な
っ

て
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
並
び
に
市

民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
と
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政

方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
18
年
3
月
1
日

う
る
ま
市
長

知
　
念
　
恒
　
男

▲うるま市役所（本庁）

▲多くの市民が訪れる市役所の窓口
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い
ん
な
が
ー
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島
の
今

昔
 

犬
名
河
の
由
来
と
語
源 

伊
計
島
の
語
源
と
意
味 

あ
　 

ぶ 

い
ん

な

が

ー
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が
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せ
い
せ
ん 

ま
つ 

せ 

と 

く
ら 

く
ら 

か 
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伊
計
島
は
う
る
ま
市
勝
連
半
島
の
北
東

海
上
に
浮
か
ぶ
周
囲
七
・
四
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

面
積
一・
八
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
島
で
あ
る
。

島
を
囲
む
海
は
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
に
輝
き
、
東

方
沖
の
珊
瑚
礁
に
打
ち
砕
け
る
波
は
白
菊
の

よ
う
に
美
し
い
。 

　
集
落
は
、
主
に
島
の
南
側
に
広
が
り
、
細

い
道
が
入
り
組
み
、
福
木
や
石
垣
で
囲
ま
れ

た
家
々
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。 

　
島
の
歴
史
は
古
く
、
多
く
の
貝
塚
時
代
の

遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
が
、
中
で
も
島
の
北

西
の
海
岸
段
丘
に
広
が
る
「
仲
原
遺
跡
（
貝

塚
時
代
中
期
）」
は
貴
重
な
遺
跡
と
し
て
知

ら
れ
る
。
現
在
竪
穴
住
居
が
復
元
さ
れ
古
代

人
の
生
活
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。 

　
か
つ
て
島
の
沖
合
は
奄
美
・
国
頭
と
与
那

原
方
面
と
を
結
ぶ
主
要
な
航
路
で
『
球
陽
（
巻

二
十
）』
に
久
志
安
部
村
の
船
が
伊
計
沖
合

で
難
破
し
た
時
に
島
の
人
た
ち
は
我
が
身
を

省
み
ず
こ
れ
を
救
助
し
、
火
を
炊
き
濡
れ
た

衣
を
替
え
、
湯
・
粥
を
飲
ま
し
て
救
助
し
た

こ
と
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
島
の
人
々
の
海

人
と
し
て
の
気
概
と
心
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

　
近
年
、
伊
計
大
橋
の
架
橋
、
そ
し
て
「
土

地
改
良
総
合
整
備
事
業
」
と
し
て
大
規
模

な
土
地
改
良
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
観

光
地
と
し
て
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
整
備
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
夏
の
シ
ー
ズ
ン
は
県
内
外
か
ら
多
く

の
客
で
賑
わ
い
、
島
の
様
相
は
変
化
し
つ
つ
あ
る
。 

    

　
伊
計
島
の
北
西
、
波
打
ち
寄
せ
る
海
岸
端

に
「
犬
名
河
」
と
呼
ば
れ
る
井
泉
が
あ
る
。

そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
む
か
し
島
で
は
長
い

日
照
り
が
続
き
水
不
足
で
困
っ
て
い
る
時
に
一

匹
の
犬
が
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
て
現
れ
て
き
た
の

で
そ
の
後
を
追
っ
て
み
る
と
コ
ン
コ
ン
と
清
水

が
湧
き
出
て
い
る
井
泉
が
あ
っ
た
。 

犬
が
発
見
し
た
の
で
犬
名
河
と
名
付
け
た
と

い
う
。
以
来
こ
の
カ
ー
は
島
の
貴
重
な
水
源

と
し
て
長
い
間
利
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

こ
の
カ
ー
は
急
な
崖
下
に
あ
り
、
百
数
十
段

も
の
石
段
を
上
り
下
り
す
る
水
汲
み
は
島
の

人
々
に
と
っ
て
は
過
酷
な
日
課
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
現
在
カ
ー
の
下
り
口
付
近
に 

　
伊
計
人
の
嫁
や
な
い
欲
し
ゃ
や
あ
し
が 

　
犬
名
河
ぬ
水
ぬ
　
汲
み
ぬ
あ
ぐ
で 

の
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

　
こ
の
カ
ー
の
発
見
は
果
た
し
て
犬
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
か
。
歌
碑
の
近
く
に
は
先
述
の
仲
原

遺
跡
も
あ
り
、
こ
の
カ
ー
は
す
で
に
先
人
た

ち
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
県

内
に
は
犬
が
発
見
し
た
と
い
う
井
泉
が
い
く

つ
か
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
伝
説
は
伝
説
と
し

て
継
承
し
、
大
切
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
同

時
に
地
名
は
歴
史
の
化
石
、
大
地
に
刻
ま
れ

た
こ
と
ば
と
し
て
の
立
場
か
ら
学
問
的
に
検

証
し
、
記
録
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。 

　
イ
ン
ナ
ガ
ー
の
地
名
と
し
て
の
「
イ
ン
」
の

意
味
は 

一
、
崖
の
地
名
か
（
古
代
地
名
語
源
辞
典
・

楠
原
勇
佑
介
）。 

二
、
イ
ン
に
は
海
の
意
味
が
あ
る
（
沖
縄
大

百
科
事
典
・
仲
松
弥
秀
）。 

三
、
イ
ン
に
は
低
い
、
小
さ
い
、
狭
い
の
意
味

が
あ
る
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス<

一
九
八
五
・
十
月>

久
手
堅
憲
夫
）。 

　
地
名
語
の
ナ
や
マ
は
場
所
を
表
す
古
い
こ

と
ば
で
あ
り
、
カ
ー
は
い
う
ま
で
も
な
く
井

泉
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
仲
松
先
生
の
説
に

従
う
と
イ
ン
ナ
ガ
ー
の
意
味
は
「
海
の
近
く
の

泉
」
と
な
り
、
久
手
堅
氏
の
説
は
「
低
い
土

地
に
あ
る
泉
」
と
な
る
。 

　
仲
松
先
生
は
イ
ン
は
海
を
意
味
す
る
と
し

て
赤
犬
子
も
「
海
か
ら
や
っ
て
き
た
人
」
と
し

て
お
ら
れ
る
が
、
飛
躍
し
た
感
が
あ
る
。
ま
た
、

久
手
堅
氏
説
は
、
泉
は
一
般
的
に
低
い
所
に

あ
る
の
で
疑
問
が
残
る
。 

　
イ
ン
ナ
ガ
ー
の
地
形
・
地
相
、
ま
た
島
の
人
々

の
生
活
感
か
ら
敢
え
て
表
現
す
る
と
「
崖
の

と
こ
ろ
に
あ
る
泉
」
と
解
し
た
が
方
が
妥
当

で
は
な
い
か
。 

    
　
伊
計
島
は
、
古
く
か
ら
沖
縄
東
方
海
上
の

要
地
と
し
て
古
い
記
録
に
登
場
す
る
が
「
池

具
足
城
」「
池
島
」「
い
け
嶋
」「
伊
計
」
と
表

記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
新
井
白
石
の
「
南
島
志
」

に
は
「
チ
ケ
シ
マ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
イ
と

チ
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
「
イ
ケ
イ
」
の
語
源
は
「
イ
ケ
」

と
考
え
ら
れ
る
。 

　
伊
計
島
の
意
味
に
つ
い
て
は
『
南
島
風
土

記
（
東
恩
納
寛
惇
）』
や
『
沖
縄
地
名
考
（
宮

城
真
治
）』
は
「
い
っ
ち
の
離
れ
で
極
遠
を
意

味
す
る
も
の
」、
つ
ま
り
勝
連
半
島
か
ら
平
安

座
島
、
宮
城
島
と
続
き
、
伊
計
島
は
一
番
遠

い
所
に
あ
る
離
れ
島
と
い
う
意
味
で
「
イ
チ
ハ

ナ
リ<

レ>

」
と
し
て
い
る
。『
角
川
地
名
大

辞
典<

沖
縄
県>

』
は
「
い
け
の
語
源
は<

い

け
い
け
し>

の
い
け
に
近
い
語
で
あ
ろ
う
か
」

と
し
、
い
け
に
は
「
聖
な
る
」
と
い
う
意
味
が

あ
る
と
し
て
い
る
。 

 

そ
れ
か
ら
す
る
と
伊
計
島
は
「
聖
な
る
島
」

と
い
う
意
味
に
な
る
。 

　
島
に
は
「
ン
ビ
ン
ク
シ
浜
」
や
「
フ
ー
キ
ジ
ル
」

「
イ
ー
グ
ル
フ
ァ
ー
」
な
ど
興
味
深
い
地
名
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
ン
ビ
ン
ク
シ

浜
は
、
イ
ビ
神
を
祀
る
後
方
の
浜
、
フ
ー
キ
ジ

ル
は
島
と
島
の
間
、
即
ち
海
峡
を
通
り
抜
け

る
瀬
戸
（
ジ
ル
）、
イ
ー
グ
ル
フ
ァ
ー
に
つ
い
て
は

地
元
の
人
に
聞
い
て
も
意
味
不
明
で
あ
る
が
、

イ
ー
は
上
、
グ
ル
は
古
語
の
座
・
鞍
の
転
訛
で

高
い
所
、
フ
ァ
ー
は
場
所
・
方
向
を
表
す
地
名

語
で
「
村
の
上
の
高
い
所
」
の
意
味
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

現
在
の
公
民
館
一

帯
が
イ
ー
グ
ル
フ
ァ
ー

で
島
の
集
落
よ
り

高
い
と
こ
ろ
に
位

置
す
る
。 

あ

か

い

ん

こ

 

伊
計
島
の
北
西
に
あ
る
犬
名
河 
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うるま市 

２００５年４月１日。 

ちょうど一年前 

うるま市は誕生しました。 
ちょうど一年前 

うるま市は誕生しました。 

津堅島 トマイ浜ビーチ（撮影：寺下昌信氏） 



　石川伊波区の石灰岩丘陵下に形成された、
縄文時代後期（沖縄貝塚時代前期・約3500～
2500年前）の遺跡です。大正9年（1920）、
大山柏によって発掘・調査されました。学史的・
学術的にも大変貴重で、伊波式土器の標識遺
跡となっています。 

【伊波貝塚】 

　安慶名区の亀甲原にあるグスクで、「大川
グスク」とも呼ばれています。14世紀頃、
安慶名大川按司が築城したと伝えられています。
加工していない石灰岩で石垣を作り、円錐丘
を囲っています。城門は南向きにあり、自然
の岩を巧みに利用して石を積んでいます。 
 

【安慶名城跡】 

　伊計島の中央部よりやや西側にある、縄文時
代晩期（沖縄貝塚時代中期・約2400～2100
年前）の集落跡。石灰岩で縁取りされた竪穴住居、
石灰岩の上に粘土でつくられた遺構や墓など
が発見され、当時の集落の規模や構成、住居の
配置や構造を知る貴重な遺跡です。 
 

【仲原遺跡】 

　1849年頃に琉球王府時代に首里の石工、
大工などによって造られたと伝えられ、沖縄
の石造建築技術が優れているのを示している。
泉の内部にはトンネル状に石を組み湧き口ま
で続いており、毎年正月に若水を取る習わし
があります。 

【ヤンガー（万川）】 

　石川伊波区の集落の北側の高台に位置して
おり、標高約80mの石灰岩丘陵に築かれた
単郭式の城跡。今から700年程前に伊波按司
によって築城されたと言われています。東・南・
西側には一重の石垣が築かれ、崖になる北側
からは金武湾や石川岳が見渡せます。 

【伊波城跡】 

　18世紀初頭、琉球の和文学者・平敷屋朝
敏が農民の水不足のために池を作り、掘り出
した土を盛り上げてつくった丘と伝えられて
いる場所です。丘からはホワイトビーチ、中
城湾、沖縄市～知念半島を一望できます。現
在は平敷屋公園と呼ばれ憩いの場所となって
います。 

【平敷屋タキノー】 

世界遺産 琉球王国のグスク及び関連遺産群 

「勝連城跡」 
うるま市が世界に誇る歴史的シンボル。 

World heritage
the Katsuren ruined castle

縄本島中部、勝連半島にある勝連城は、琉球王国の王権が安定してい

く過程で、国王に最後まで抵抗した有力な按司（あじ）、阿麻和利（あ

まわり）の居城。中国を始め、東南アジア、日本本土との海外貿易を行い繁

栄を極めました。城は、四方に展望のきく比較的傾斜の急な孤立丘を取り込

んで築かれており、外敵をいち早く確認できることや、南側に良港を控えて

いることなど、きわめて良好な立地条件を備えています。 

　勝連城跡の最も高い所となっているのが一の曲輪です。勝連城が栄華を誇っ

た時代には、アーチ門が設けられていました。そこから得られる眺望は雄大で、

勝連地域一帯を眼下に見、北には北部地域に連なる山々を、南には知念半島

が海によこたわる全景をとらえられます。 

photo002.Katsuren-jô-site



　浜比嘉島内のアマジンと呼ばれる小島にある、
琉球開闢（かいびゃく）伝説の神シルミチュー・
アマミチューが祀られていると伝えられている
墓です。毎年の年頭拝みで比嘉ノロ（祝女）が
中心となって豊穣、無病息災、子孫繁栄を祈願
しています。 

【アマミチューの墓】 

　浜比嘉島の比嘉の南南東の森の中にあり、琉
球開闢（かいびゃく）伝説の神シルミチュー・ア
マミチューが住んでいた場所と伝えられていま
す。アマミチューの墓と同様に、年頭拝みが行
われます。洞窟の中にある鍾乳石は、子宝の授
かる霊石として拝まれています。 

【シルミチュー】 

　墓庭の入り口が3つあることからジョウ（門）ミー
チャー（3つ）と呼ばれる墓です。このような墓
は県内でも珍しく、つくられた年代は分かりま
せんが、雍正2（1724）年洗骨した記録が残っ
ていることから、約280年前頃にはすでに使わ
れていたと考えられています。 

【兼箇段ジョーミーチャー墓】 

　田場区の東側にあり、切石積みでつくられ
た規模の大きい湧水です。ウブガー（産井）
とも呼ばれ、古くから正月の若水、子どもが
産まれたときの産水、生活や農業用水として
利用されてきました。水神を祀った祠、池の
水を溜めるマグサなどがあります。 

【田場ガー】 【大田坂】 

　大田区と川田区をまたぐこの坂道は、琉球
石灰岩を敷き詰めた石畳道で、幅員が2̃3ｍ、
長さが約300ｍあります。琉球王府時代の宿
道（しゅくみち・幹線道）の一部で、今から
200年ほど前につくられたと言われています。
坂を上ると眺めの良い大田バンタがあります。 

　沖縄戦後初の政治機構、沖縄諮詢会の会堂
跡です。沖縄諮詢会は、1945年8月に設立
され、翌年4月26日には沖縄民政、沖縄群島
政府、琉球政府と変遷。戦禍に遭わなかった
この民家で沖縄の復興のために数多くのこと
を話し合い、決定していきました。 

【沖縄諮詢会堂跡】 

1945（昭和20）年、沖縄で初めて建設さ
れた博物館跡。当初は米軍人向けの博物館「沖
縄陳列館」でしたが、沖縄民政府が発足した後、
東恩納博物館と改名されました。後に首里博
物館と合併し、1972年5月の本土復帰で沖
縄県立博物館となります。 

【東恩納博物館跡】 

　昭和７年ごろに建てられた石川区の戦前の
ムラヤー（現在の公民館）で、県内で現存す
るのは石川部落事務所だけ。終戦直後、石川
市が誕生したときには市役所として使われま
した。現在も行事や会合などに使われ、地域
住民に親しまれています。 

【石川部落事務所】 

　昭和3（1928）年の大典記念（昭和天皇
の即位記念）の年、ガーラー山を切り開いてガー
ラ川に架けられたアーチ型の石矼。長さ5ｍ、
幅2m、川底からの高さ5mに架設されており、
上に重圧がかかるほど、橋は頑固になってい
くといわれています。 

【ガーラ矼】 

ビラ 

バシ 



【①海中道路】 
屋慶名と平安座島をつなぐ全長５キロの
道路。海風を受けて走るドライブは最高！ 

【②ビオスの丘】 
100万坪の広大な敷地に広がる花と緑。
自然を満喫できるテーマパーク。 

【③安慶名闘牛場】 
収容人数１万人という、県内屈指の闘牛場。
全島大会等の大きなイベントも開催。 

【④屋慶名展望台】 
“沖縄の瀬戸内海”と呼ばれる海峡と連
なる山々が一望できるお薦めスポット。 

【⑤海の駅あやはし館】 
海中道路の途中にあるマーラン船をかた
どった観光施設。海の文化資料館も併設。 

【⑥野鳥の森公園】 
天願川近くの自然豊かな公園。多くの野
鳥が生息し、バードウォッチングに最適。 

【⑦歴史民俗資料館】 
うるま市指定文化財や古くから使われて
きた民具や生活用具を展示しています。 

【⑧大泊ビーチ】 
真っ白な砂浜と透明度の高さが魅力の大
泊ビーチ。マリンスポーツも満喫できます。 

比嘉小 
● 

●シルミチュー 

●石油基地 

●泊城跡 

伊計ビーチ● 

大泊ビーチ● 

ビッグタイム● 
リゾート伊計島 

浜中 
● 

●津堅小・中 

●平安座小・中学校 

●桃原小 

宮城中● 
宮城小● 

●伊計 
小・中学校 

アマミチューの墓 
● 



URUMA city
IllustrationMap

歴史深い世界遺産や貴重な文化財、自然あふれる公園やエメラルドグリーンのビーチリゾートなど、見どころがたっぷ

りのうるま市。沖縄本島の中部に位置しているから、アクセスも便利。楽しみ方は自由自在です。自分なりのオリジナ

ルコースを作っていざ出発！ 

歴史深い遺跡や名所。魅力あふれるうるま市を訪れてみて！ 

石川庁舎 

本庁 

勝連庁舎 
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●勝連小 
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城前小学校● 
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まちのイベントや 
地域の話題をお届けします。 

うるま市の市章デザインが、全国から公募した2,378
作品の中から、青森県弘前市にお住まいの工藤元市（70
歳）さんの作品に決まりました。 
　2月27日島袋秀光検討委員会委員長から知念市長
へ答申を行い、その後、記者会見を開き、市章デザイ
ン採用作品を発表しました。 
また、3月1日には市章・市旗の制定の告示を行い、午
前9時から市役所前広場で市旗掲揚式を行ないました。 
 当日は、小雨の中ではありましたが、市民の皆様や
知念市長、崎原議長、市議会議員及び職員らが参加し、
かぎやで風の曲に合わせて市消防職員の手で、市旗
が掲揚されました。 

　２月１９日（日）具志川小体育館において第１回うる
ま市長杯剣道選手権大会が開催されました。 
　競技には市内の剣道クラブや学校の部活に所
属する児童生徒らが小学校、中学校、高校の部に
分かれ、元気いっぱいのかけ声とともに日頃の練習
の成果が披露されました。 

　字西原の古謝尚哉氏
が２月４日、佐賀県で行わ
れた九州地区体育指導
委員研究大会で功労者
表彰を受賞しました。古謝
氏は体育指導委員として
長年にわたり地域におけ
るスポーツ・レクリエーショ
ンの普及・振興に尽力され、
その功績が認められての
受賞です。 

　平成17年12月13日午前に、
うるま市字赤道で発生した
建物火災において、いち早
く現場に駆けつけ、初期消
火を行い火災拡大を防止
した2人に対し市消防本部
が感謝状を授与しました。 

（くどうもといち） 

 うるま市の「う」の文字を図案化

したもので、赤は太陽、緑は大地、

青は海をイメージしている。豊かな

自然の輪の中で市民融和と平和

を表現し、金武湾と中城湾に面し

て発展する「うるま市」の明るい

未来と更なる飛躍を象徴する。 

市章の意味 

　沖縄県が進めている中城湾港新港地区整備事業で、
本市勝連南風原から第２埋立地の臨港道路（Ⅶ）に
架かる橋の名称を公募したところ、多数の応募の中
から勝連平安名の具志堅セツ子さんの作品「肝高橋（き
むたかばし）」に決まりました。 
　「肝高（きむたか）」は、「清い」、「気高い」などを意
味する勝連地域及び勝連城の美称であり、この橋に 
よって地域が清く、気高く発展するように、という
思いが込められています。 



　米軍統治下の沖縄で発行された希少な琉
球切手展示会が、石川東恩納郵便局で開かれ
ました。琉球切手とは、米軍統治下の沖縄で
発行された郵便切手。今回展示されたのは、
市石川の山城清さんが小学校4年生の頃から
収集したもので、1番目の「そてつ」から、最後
に発行された「ゆしびん」までの約230点が展
示されました。 

　このほど第43回沖縄教育版画コンクール（同実行委員会主
催）で、県内小・中・高校・特殊学校から6万点余りの応募があり、
その中から中原小学校が最高賞となる特別賞を受賞しました。 
　受賞に伴い、3月3日同校の児童で4年2組の仲里はるかさ
ん、仲松愛里さん、金城七星さんと学校関係者が、市役所を
訪れ知念市長へ受賞報告とクラス30人で共同製作した「江
洲の獅子舞」の版画をプレゼントしました。 
　報告と版画をプレゼントされた知念市長は「こんな素晴
らしいものをありがとう。役所に訪れる市民にも見ていた
だくようにします」とお礼を述べました。現在、市民ロビー
に掲示中です。 

　うるま市の闘牛振興と畜産振興・沖縄観光闘牛の発展を
図るため石川・与那城地区闘牛候補牛審査会が、2月18日市
伊波闘牛場で行われました。 
　審査会では、永久歯八歯内で公式戦に出場させたことの
ない闘牛候補牛が対象で行われ、その結果次の闘牛が入賞
牛に選ばれました。 
最優等牛・幸地一号（牛主・幸地良盛／石川闘牛組合） 
第Ⅲ類（八歯部門） 
優等牛・暴連坊そうむん（牛主・宮城靖／屋慶名闘牛組合） 
２等牛・高山角力王（牛主・田原政庚／屋慶名闘牛組合） 
第Ⅱ類（四歯、六歯部門） 
優等牛・幸地二号（牛主・幸地顕司／石川闘牛組合） 
２等牛・重　　撃（牛主・兼本正克／屋慶名闘牛組合） 
第Ⅰ類（〇、二歯部門） 
優等牛・登号（牛主・佐次田登／東恩納闘牛組合） 
２等牛・戦勝パンダ（牛主・伊波勝／東恩納闘牛組合） 
３等牛・パンダ３号（牛主・石川豊／石川闘牛組合） 
３等牛・天照号（牛主・照屋良明／東恩納闘牛組合） 

　2月18日に与那城陸上競技場で行われたサ
ッカーのJA共済第19回県少年新人大会で、
あやはしFCがみごと優勝。3月10日には市役
所を訪れ、知念市長に優勝の喜びを報告しま
した。福岡で行われる九州大会の派遣が決ま
り、小橋川裕介（こばしがわ ゆうすけ）キャ
プテン（与那城小5）は、「優勝を目指し頑張り
ます」と少し緊張しながらも力強く語ってく
れました。 
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家
庭
菜
園
や
釣
り
な
ど
を
楽
し
み
収
穫

の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
！
 

※「
こ
」食
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
 

孤
食
…
１
人
で
子
ど
も
だ
け
で
食
べ
る
 

個
食
…
単
品
も
の
だ
け
、
家
族
１
人
１
人
別
々

な
メ
ニ
ュ
ー
 

子
食
…
子
ど
も
の
好
き
な
も
の
だ
け
あ
た
え
る
 

  ②
運
動
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
　
　

　
 

　
子
供
の
発
達
に
は
運
動（
遊
び
）が
大
切

で
す
。 

　
運
動
不
足
は
、身
体
の
発
育（
心
肺
機
能
）、

運
動
の
発
達（
筋
肉
や
骨
）、知
的
の
機
能（
言

葉
、記
憶
、認
識
）、社
会
性
の
発
達（
対
人
関

係
）に
影
響
を
あ
た
え
ま
す
。 

★
暖
か
く
、過
ご
し
や
す
い
季
節
で
す
。　

屋
外
で
遊
び
体
を
動
か
す
機
会
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
！
 

  ③
夜
遅
く
眠
る
と
、 

 
体
の
中
の
働
き
も
弱
め
る
！
 

 夜
ふ
か
し
や
朝
寝
坊
は
、ホ
ル
モ
ン
や
自
律

神
経
が
乱
れ
心
や
体
の
成
長
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
。（
夜
寝
て
い
る
間
に
成
長
ホ
ル
モ

ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
） 

★
早
寝
、早
起
き
で
、朝
日
を
浴
び
て
体
内

時
計
を
リ
セ
ッ
ト
し
、昼
は
活
動
、夜
は

休
息
と
規
則
正
し
い
生
活
で
丈
夫
な
体

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
 

※
運
動
不
足
や
夜
ふ
か
し
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
 

運
動（
遊
び
）の
効
果
 

・
親
子
の
絆
が
高
ま
る
。 

・
運
動
機
能
を
高
め
る（
体
力
の
増
強
） 

・
ス
ト
レ
ス
解
消
 

・
夜
間
の
睡
眠
が
と
れ
る
 

④
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
に
ご
用
心
！
 

 長
時
間
の
視
聴
に
よ
り
運
動
不
足
か
ら
く

る
肥
満
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
よ

る
心
の
問
題
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

★
テ
レ
ビ
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
を
止
め
、時
間

を
決
め
る
な
ど
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
！
 

 ※
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
を
長
時
間
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
 

「
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
」対
策
委
員
会
の
 

具
体
的
提
言
 

・
２
歳
ま
で
の
テ
レ
ビ
、ビ
デ
オ
の
視
聴
は
控
え

ま
し
ょ
う
。 

・
す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
接
触
す
る
総
時
間

の
制
限
が
重
要
で
す
。 

　（
１
日
２
時
間
ま
で
を
目
安
。テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

は
１
日
３０
分
ま
で
を
目
安
と
考
え
ま
す
。）な

ど
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
 
 （
日
本
小
児
科
医
会
） 

６５歳以上の方には、これまで実施してきた住民健診の項目に、 
生活機能に関するチェック項目（問診・検査）が追加されます。 

住 民 健 診 が 変わります！ 

　平成１８年度の住民健診から、６５歳以上の対象者の方には、日常生活を送る際、
妨げとなる身体機能の低下を早期に発見し、予防・改善するために、これまでの
健診項目に生活機能に関するチェック項目が追加されます。 
これらのチェック項目を実施することにより運動機能や栄養状態の低下など、生
活機能の低下がないかを判定し、その結果介護予防の必要な方は、ご本人の了
解のもとに介護予防を中心としたケアプランを作成し、必要なサービスを利用
していただく事ができるようになります。これまで、「病院に通院しているから・・・」
と住民健診を受診しなかった方も、必ず受診してください！ 
 
平成１８年度の住民健診は、４月からスタート致します。 
婦人がん検診については５月から指定医療期間での受診が可能になります。 
健診の日程は健診カレンダーをご参照ください。 

▼ 利用できるサービス内容 ▼ 
筋力向上トレーニング事業・転倒予防事業・
食生活改善事業・食の自立支援事業・生き
がい通所型デイサービス事業など 

▼ サ ー ビ ス 実 施 主 体  ▼ 

介護長寿課　地域包括支援センター
９７３－３２０８ 

問い合わせ先 
市民健康課　老人保健事業担当 

９７３－３２０９ 



『なんくるないさぁ』（一般書）

『13歳は二度あるか』（児童書）

『義足のランナ－』（一般書）





イベント情報や各種講習会、 
教室のお知らせや、市役所か 
らの大切なお知らせです。 
詳細については各お問合せ先 
へご確認ください。 

市役所 
総合案内 

TEL９７４－３１１１ 
FAX９７３－９８１９ 

子
育
て
 

【市民無料法律相談】 
うるま市顧問弁護士： 

ゆあ法律事務所　宮國英男弁護士 

【市民相談所の開設】 
※人権相談⇒人権擁護委員は、近隣とのトラブル、
家庭内のもめごと、いじめ、体罰などの人権問
題でお困りの方のために、人権相談所を開設
します。相談は無料で秘密は固く守られます
ので、お気軽にご相談下さい。 
※行政相談⇒国の役所や、県、市町村が国から
委託や補助金を受けて行っている仕事につい
ての苦情や意見・要望を受け付けます。医療
保険、年金、老人保険、福祉、雇用保険、交通
安全、道路、環境衛生、登記事務、行政窓口サ
ービスについて行政相談員が相談に応じます。 

【日時】平成18年4月17日（月） 
　　　午前10時～午後4時 
【場所】うるま市役所 
　　　石川庁舎2階第3・4会議室 

【定例行政相談所の開設】 
【日時】4月25日（火）午後1時30分～午後4時 
【場所】勝連庁舎1階社協ボランティア室 
※相談は無料で秘密は固く守られます。お気
軽にご相談下さい 

相　　談 

„
地
域
で
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
“

う
る
ま
市
で
は
、仕
事
と
家
庭
の
両
立
支

援
の
た
め
、育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人（
利

用
会
員
）と
行
い
た
い
人（
援
助
会
員
）が

会
員
と
な
っ
て
有
償
援
助
活
動
を
行
う
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。つ
い
て
は
、利
用
会
員
を
募

集
し
ま
す
。 

【
援
助
内
容
は
】 

・
保
育
園
の
開
始
前
や
終
了
後
の
預
か
り
 

・
保
育
園
の
送
迎
 

・
学
童
保
育
終
了
後
の
預
か
り
 

・
保
護
者
の
病
気
や
急
な
用
事
の
 

 
場
合
の
預
か
り
 

・
買
い
物
等
外
出
の
際
の
預
か
り
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・・・・・・・
な
ど
 

【
利
用
対
象
者
は
】 

・
保
護
者
が
う
る
ま
市
内
に
在
住
し
て
い

る
こ
と
 

・
保
護
者
が
生
後
3
か
月
以
上
お
お
む
ね

小
学
校
3
年
生
以
下
の
子
ど
も
を
有
す

る
こ
と
 

【
利
用
料
金
は
】 

1
時
間
当
た
り
6
0
0
円
〜
7
0
0
円
 

【
利
用
す
る
に
は
】 

う
る
ま
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
、利
用
会
員
と
し
て
登
録

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

【
登
録
場
所
は
】 

う
る
ま
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

保
育
課
内

9
7
3
‐
5
4
2
7

 
子
育
て
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
児
童

手
当
と
し
て
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
生
活
を
安
定
さ

せ
生
活
の
質
が
高
ま
る
よ
う
支
援
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。 

 児
童
手
当
を
受
給
す
る
に
は
 

1
．
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と（
国

籍
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
） 

2
．
小
学
校
第
３
学
年
修
了
前
ま
で
の
児

童
が
い
る
方（
改
正
法
案
成
立
後
、小

学
校
修
了
前
へ
変
更
予
定
） 

※
所
得
の
制
限
が
あ
る
た
め
受
け
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

※
公
務
員
の
方
は
、職
場
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。 

支
給
金
額
 

第
1
子
…
5
0
0
0
円（
月
額
） 

第
2
子
…
5
0
0
0
円（
月
額
） 

第
3
子
以
降
…
1
0
0
0
0
円（
月
額
） 

児
童
手
当
は
養
育
者
か
ら
の
申
請
が
な
け

れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、手
続
き
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
め
に
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。  

【
問
い
合
わ
せ
】 

児
童
家
庭
課

9
7
3
‐
4
9
8
3



お
知
ら
せ
 

　
地
方
税
法
第
四
百
十
六
条
の
規
定
に
よ

り
、平
成
18
年
度「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」を
次
の
と

お
り
納
税
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。 

【
縦
覧
期
間
】平
成
18
年
4
月
3
日（
月
）か

ら
5
月
31
日（
水
）ま
で
 

（
た
だ
し
、土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
く
） 

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
昼
食
時
間
を
除
く
） 

【
縦
覧
場
所
】う
る
ま
市
役
所
 

資
産
税
課（
本
庁
2
階
） 

【
縦
覧
者
】う
る
ま
市
内
に
土
地
・
家
屋
を

有
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者（
納
税
管

理
人
を
含
む
）、又
は
そ
の
代
理
人（
委
任

状
が
必
要
） 

※
縦
覧
者
は
印
鑑
及
び
本
人
確
認
の
た
め

納
税
通
知
書
、運
転
免
許
証
等
が
必
要
で
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】資
産
税
課
 

土
地
・
家
屋
係
 

9
7
3
‐
5
3
9
4

　
平
成
18
年
度
は
評
価
替
え
の
年
度
に
伴

い
、固
定
資
産
税
第
1
期
分
の
納
期
に
つ

い
て
は
、納
期
限
5
月
31
日
に
変
更
と
な

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

資
産
税
課

9
7
3
‐
5
3
9
4

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、住
宅（
寝
室
・

階
段
等
）へ
の
住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
が
多
く
な
っ

て
お
り
、逃
げ
遅
れ
に
よ
る
焼
死
者
を
な

く
す
た
め
で
す
。 

 ☆
新
築
住
宅
は
、平
成
18
年
6
月
1
日
か

ら
設
置
。 

☆
既
存
住
宅
は
、平
成
23
年
5
月
31
日
迄

に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。 

 　
居
住
者
の
安
全
、安
心
確
保
の
た
め
住

宅
火
災
警
報
器
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】 

市
消
防
本
部

9
7
3
‐
4
8
3
8



3月1日 
うるま市の人口 総数116,487人 

前月比 

58,448 人 ＋31人 
男 

58,039 人 －1人 
女 

世帯数 40,987 世帯 ＋105世帯 

うるま市の人口  

消防活動状況（平成18年2月） 

善意ありがとう 

お詫びと訂正  

市社会福祉協議会 

市育英会 

2月災害状況 
救急出場件数…353件（711件） 
搬 送 人 員…339件（686件） 
火災出場件数…0件（9件） 
（　）は平成１８年1月からの累計 
◎救急出場が増加傾向です。救急車の適正な利用をお願いします。 
◎手洗い、うがいを心がけましょう。 

☆古波蔵 兌 様（字大田）より１０万円の寄付 
こはぐら　とおる 

☆石川三育保育園 様（石川）より１万円の寄付 
いしかわさんいく 

☆奥濱 アキ 様（与那城伊計）より５万円の寄付 
おくはま 

☆西野 トヨ 様（勝連平敷屋）より３万円の寄付 
にしの 

☆兼堅 浩一 様（勝連平敷屋）より３万円の寄付 
かねけん　ひろいち 

☆江田 智三郎 様（与那城伊計）より７５，７５６円の寄付 
えだ　ともさぶろう 

☆佐次田 スガ子 様（石川）より５万円の寄付 
さしだ 

☆宮城 正幸 様（与那城西原）より５万円の寄付 
みやぎ　せいこう 

☆与那城なつメロ友の会 様（与那城屋慶名）より４２，３１１円の寄付 

☆古波蔵 兌 様（字大田）より１０万円の寄付 
こはぐら　とおる 

☆「上江洲安吉先生、あまわり浪漫の会受賞祝賀会」 

　呼びかけ人 代表  前門 幸雄 様より２０万円の寄付 
まえかど　ゆきお 

　
市
が
諮
問
し
て
い
た「
う
る
ま
市
行
政

改
革
大
綱
案
」に
対
す
る
行
政
改
革
推
進

委
員
会
の
意
見
が
ま
と
ま
り
、３
月
10
日
、

照
屋
寛
之
会
長
か
ら
知
念
市
長
に
答
申
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

大
綱
案
で
は
、①
市
民
の
視
点
に
立
っ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
、②
市
民
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
協
働
）に
よ
る
行
政
運

営
の
構
築
、③
行
政
経
営
の
視
点
に
立
っ

た
市
政
運
営
の
推
進
、と
い
う
3
つ
の
視

点
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、「
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
」「
市
民
参
画
機
会
の
拡
充
」「
中
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
た
財
政
運
営
」な
ど

約
40
の
推
進
項
目
を
設
け
て
行
政
改
革
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
に
対
し
、同
委
員
会
は「
概
ね
そ
の

内
容
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
す
」

と
答
申
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「（
市
役
所
の
仕
事
に
）民
間
的
な

手
法
を
取
り
入
れ
、成
果
を
重
視
し
た
制

度
の
導
入
や
民
間
と
の
人
事
交
流
等
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
」「
改
革
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、具
体
的
な
数
値
目
標
を
示
し
、

確
実
に
実
施
す
る
こ
と
」な
ど
を
提
言
し

ま
し
た
。 

　
市
役
所
で
は
、今
後
、行
政
改
革
大
綱
と

委
員
会
の
提
言
に
基
づ
い
て
、具
体
的
な

行
政
改
革
の
取
組
み
を
計
画
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。 

広報うるま3月号 
 
●17ページ 
「うるま市内に本社を有する会社の入札参加資格の業種変更
及び希望業種の追加申請について」の記事中。 
 
2　受付期間について 
 
【期間】　誤）　平成18年4月3日（月）から 
　　　　　　　平成19年3月30日（金）まで 
　　　　正）　平成18年4月10日（月）から 
　　　　　　　平成18年4月21日（金）まで 
 
【問い合わせ】「※資料・フロッピーの配布を行っています。」
とありますが、新規受付についてのみ該当します。業種変更
及び希望業種の追加申請については、変更届けとして提出し
ていただきますようお願いします。 
 
●19ページ 
パソコン初級受講者募集の記事中、ハイサイネットの電話番号。 
正しくは929－1220 
※次回の中高年パソコン講座の募集は6月です。 
　沖縄ハイサイネット　理事長　砂川正男 
 
多くの皆さまにご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申し上げ
ます。 




